
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 入居者、近隣住民等の意向把握 
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（１）入居者アンケート調査 

①調査の概要 

○調査対象：富寿栄住宅全入居者 394 世帯 ※徴収停止者を除く 

○調査時期：平成 25年 7 月 26 日（金）～9月 10 日（火） 

○配布方法：入居者説明会または訪問にて配布 

○回収方法：郵送および訪問回収  

○回収状況：有効配布数 394 票、有効回収数 316 票 

（有効回答率 80.2％） 

②調査結果 

 ●分析について 

  ○街区別 

  ・富寿栄住宅は下図の通り、Ａ～Ｅ街区の５つの街区に分けて分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○世帯構成別 

  ・回答者の年齢およびその同居者の属性・年齢から、下記の７つの世帯構成に分類して分析を行

った。 

 

   ①１人暮らし（高齢者）  ：回答者が 65歳以上の単身世帯【98世帯】 

   ②１人暮らし（高齢者以外）：回答者が 64歳以下の単身世帯【68世帯】 

   ③高齢者のみ       ：「１人暮らし（高齢者）」以外の世帯で、回答者および、 

その同居者が 65歳以上の世帯【24 世帯】 

   ④親＋子（18 歳未満）   ：同居者に 18 歳未満の子がいる世帯【45 世帯】 

   ⑤親＋子（18 歳以上）  ：同居者に 18 歳以上の子がいる世帯【39 世帯】 

    ※18歳未満の子と 18歳以上の子の両方がいる世帯は、「親＋子（18 歳未満）」に分類 

   ⑥夫婦のみ         ：「高齢者のみ」の世帯以外で、同居者が配偶者（夫・妻）のみの

２人世帯【27 世帯】 

   ⑦その他         ：上記以外の世帯【15世帯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（N＝316） 
Ａ街区 

Ｂ街区 

Ｃ街区 

Ｄ街区 

Ｅ街区 

富田小学校 

府
道
鳥
飼
八
丁
富
田
線 

1人暮らし（高齢者）

98世帯, 31%

1人暮らし（高齢者以外）

68世帯, 22%
高齢者のみ

24世帯, 8%

親＋子（18歳未満）

45世帯,14%

親＋子（18歳以上）

39世帯, 12%

夫婦のみ

27世帯, 9%

その他 15世帯,  5%
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問２ 属性について 

○入居者の年齢 

・団地全体で、65 歳以上の高齢者が 31％、18歳未満の子どもが 13％となっている。 

・街区別にみると、Ａ街区は 65 歳以上の入居者が 39％で最も多い。一方、住棟の建設年が最も新し

いＥ街区は、0～18 歳未満の子どもが 18％で最も多い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○入居者の世帯構成 

・団地全体では、１人暮らし（高齢者）が 31％で最も多い。次いで、１人暮らし（高齢者以外）が

22％で、あわせると１人暮らし世帯が 53％を占める。親＋子（18 歳未満）の世帯は 14％。 

・街区別にみると、Ａ街区・Ｃ街区は、１人暮らし（高齢者）が 33％で最も多い割合となっている。

Ｅ街区は親＋子（18 歳未満）の世帯が 31％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33%

26%

33%

20%

19%

31%

24%

21%

15%

20%

6%

22%

10%

5%

0%

6%

8%

11%

21%

15%

20%

31%

14%

7%

13%

22%

33%

25%

12%

8%

11%

7%

7%

13%

9%

5%

3%

9%

0%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A街区

N=201

B街区
N=38

C街区
N=46

D街区
N=15

E街区

N=16

団地全体

Ｎ＝316

1人暮らし（高齢者） 1人暮らし（高齢者以外） 高齢者のみ

親＋子（18歳未満） 親＋子（18歳以上） 夫婦のみ

その他

１人暮らし世帯 親＋子（18 歳未満） 

現在の暮らしについて 

6%

10%

7%

9%

13%

7%

5%

8%

5%

6%

5%

6%

9%

8%

21%

18%

13%

12%

7%

11%

13%

9%

18%

10%

26%

23%

25%

33%

26%

26%

8%

14%

5%

9%

11%

9%

39%

25%

23%

15%

13%

31%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A街区
N=321

B街区
N=71

C街区
N=99

D街区
N=33

E街区
N=38

団地全体

Ｎ＝562

0～10歳未満 10～18歳未満 18～30歳未満 30～40歳未満

40～60歳未満 60～65歳未満 65歳以上

65 歳以上 18 歳未満 
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問４ 健康状態について【複数回答】 

・「みんな健康である」と回答した世帯は 35％で、その他の 65％は家族の中に健康でないものがいる

ことになる。 

・「通院中や持病を抱えている者がいる」「介護を必要とする者がいる」がそれぞれ 50％程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （その他の意見） 

  ・電動カートに乗っている 

  ・足が悪い（痛い） 

  ・腰が悪い（痛い） 

○世帯構成別 

・世帯構成別にみると、親＋子（18 歳未満）の世帯は「みんな健康である」が 67％で最も多い。 

・一方、１人暮らし（高齢者）の世帯は、「通院中や持病を抱えている者がいる」および「介護を必要

とする者がいる」が 60％以上となっている。また、高齢者のみの世帯（１人暮らしの高齢者を除く）

は、「通院中や持病を抱えている者がいる」および「介護を必要とする者がいる」が 80％以上。「車

いすを使用している者がいる」が 21％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35%

55%

49%

21%

6%

6%

0% 20% 40% 60%

みんな健康である

通院中や持病を抱えている者がいる

介護を必要とする者がいる

障がい者手帳を持っている者がいる

車いすを使用している者がいる

その他

17%

58%

8%

67%

54%

26%

43%

65%

34%

83%

38%

57%

70%

43%

67%

25%

83%

29%

43%

56%

43%

21%

11%

42%

11%

31%

37%

7%

8%

0%

21%

0%

9%

4%

7%

15%

2%

13%

4%

3%

11%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1人暮らし

（高齢者）

N=89

1人暮らし

（高齢者以外）

N=65

高齢者のみ

N=24

親＋子

（18歳未満）

N=45

親＋子

（18歳以上）

N=35

夫婦のみ

N=27

その他

N=14

みんな

健康である

通院中や持病を

抱えている者がいる

介護を必要とする

者がいる

障がい者手帳を

持っている者がいる

車いすを使用している

者がいる

その他

※無回答除く 
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33%
32%

22%
9%

17%
12%

14%
39%

17%
7%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者等の生活支援のための施設

高齢者・障がい者等のための福祉施設

医療施設

子育て支援施設

住民が集まるための施設

文化活動や教養を深める施設

公園

日用品を販売する店舗

コインパーキングなどの駐車場

その他

特になし

※無回答除く 

人数 割合
高齢者等の生活支援のための施設 94 32.5%
高齢者・障がい者等のための福祉施設 92 31.8%
医療施設 64 22.1%
子育て支援施設 27 9.3%
住民が集まるための施設 50 17.3%
文化活動や教養を深める施設 34 11.8%
公園 41 14.2%
日用品を販売する店舗 113 39.1%
コインパーキングなどの駐車場 50 17.3%
その他 19 6.6%
特になし 88 30.4%
無回答 27 -

総計 316 -

問５ 所有している自動車・バイク・自転車について 

・団地全体では、65％の世帯が自動車を所有していない。 

・自転車については、全体の 65％が所有しており、2台以上所有している世帯が 23％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○世帯構成別 

・自動車・バイク・自転車の所有状況を世帯構成別にみると、１人暮らし（高齢者）の世帯は 52％が

いずれも所有しておらず、他の世帯に比べて最も高い割合となっている。 

 

 

 

問６ 地域に不足している施設について【複数回答】 

・団地全体で、最も多かったのが「日用品を販売する店舗」で 39％。 

・次いで、「高齢者等の生活支援のための施設」「高齢者・障がい者等のための福祉施設」が 30％程度

となっている。 

・また、「特になし」も 30％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （その他の意見） 

  ・買い物にいけないので近くに店があると便利 

  ・バリアフリー 

  ・来客用駐車場 

48%

85%

92%

100%

91%

91%

86%

52%

15%

8%

0%

9%

13%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人暮らし（高齢者）
N=97

1人暮らし（高齢者以外）
N=68

高齢者のみ
N=24

親＋子（18歳未満）
N=45

親＋子（18歳以上）
N=35

夫婦のみ
N=27
その他
N=14

いずれかを所有している いずれも所有していない

周辺地域の状況について 

※無回答除く 

65%

81%

35%

25%

17%

42%

10%

2%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車

バイク

自転車

所有していない 1台 2台以上

35％ 

19％ 

65％ 

※無回答除く 

所有していない 203 65.5% 252 81.3% 108 34.8%
所有している 107 34.5% 58 18.7% 202 65.2%

1台 76 24.5% 53 17.1% 130 41.9%
2台以上 31 10.0% 5 1.6% 72 23.2%

無回答 6 - 6 - 6 -
総計 316 - 316 - 316 -
総台数

自動車 バイク 自転車

147台 63台 304台
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○街区別 

・街区別にみると、Ａ街区は「日用品を販売する店舗」が 45％で最も高い割合。 

・Ａ街区・Ｂ街区は、「高齢者等の生活支援のための施設」「高齢者・障がい者等のための福祉施設」

の高齢者等のための支援施設が 30％以上となっており、他の街区より高い割合となっている。 

・「公園」は、府道の西側に位置するＡ・Ｂ街区が 20％程度で他の街区より高い割合。 

  

○世帯構成別 

・世帯構成別にみると、１人暮らし（高齢者）および、高齢者のみの世帯、夫婦のみの世帯は、「高齢

者等の生活支援のための施設」「高齢者・障がい者等のための福祉施設」が 40％以上で高い割合と

なっている。 

・また、１人暮らし（高齢者）は「日用品を販売する店舗」が 47％で約半数を占める。 

・親＋子（18 歳未満）の世帯は、「公園」が 25％、「子育て支援施設」が 20％。 

 

※無回答除く 

43%

23%

43%

43%

20%

43%

31%

12%

29%

6%

6%

10%

30%

9%

14%

12%

12%

14%

14%

9%

24%

47%

37%

29%

13%

12%

0%

7%

5%

10%

26%

42%

29%

0% 20% 40% 60%

1人暮らし

（高齢者）
N=86

1人暮らし

（高齢者以外）
N=65

高齢者のみ
N=21

18%

32%

48%

15%

18%

32%

43%

23%

20%

19%

30%

0%

20%

11%

9%

8%

5%

16%

30%

0%

14%

16%

4%

0%

25%

5%

22%

0%

43%

30%

35%

38%

36%

24%

17%

15%

7%

11%

4%

0%

27%

27%

22%

46%

0% 20% 40% 60%

親＋子

（18歳未満）
N=44

親＋子

（18歳以上）

N=37

夫婦のみ

N=23

その他

N=13

高齢者等の生活支援の

ための施設

高齢者・障がい者等の

ための福祉施設

医療施設

子育て支援施設 住民が集まるための

施設

文化活動や教養を

深める施設

公園 日用品を販売

する店舗

コインパーキング

などの駐車場

その他 特になし

21%

20%

29%

7%

14%

7%

7%

0%

7%

7%

7%

7%

0%

0%

29%

33%

14%

7%

21%

0%

36%

53%

0% 20% 40% 60%

D街区
N=14

E街区
N=15

34%

34%

31%

34%

37%

28%

23%

26%

21%

9%

8%

15%

20%

16%

15%

14%

11%

8%

17%

21%

3%

45%

32%

26%

16%

18%

26%

7%

5%

5%

28%

21%

38%

0% 20% 40% 60%

A街区
N=183

B街区
N=38

C街区
N=39

高齢者等の生活支援の

ための施設

高齢者・障がい者等の

ための福祉施設

医療施設

子育て支援施設 住民が集まるための

施設

文化活動や教養を

深める施設

公園 日用品を販売

する店舗

コインパーキング

などの駐車場

その他 特になし
※無回答除く 
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問７ 生活に不足しているサービスについて【複数回答】 

・団地全体で、最も多かったのは「特になし」で 41％。 

・次いで、「見守り訪問活動、安否確認」、「介護の手助け」が 30％程度と高齢者等に対する支援サー

ビスが多い。また、「気軽に悩みを相談できるところ」が同様に 30％弱とやや高い割合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （その他の意見） 

  ・見守り訪問活動があっても、現状回ってきていない 

  ・清掃サービス 

  ・外灯を増やしていただくと少しは安心できる 

  ・外に出ている家族が帰ってきたとき、何日間か安く利用できる部屋 

  ・体調の悪い日や、雨の日の買い物をためるなどのサービス 

○世帯構成別 

・世帯構成別にみると、１人暮らし（高齢者）および、高齢者のみの世帯は「介護の手助け」「見守り

訪問活動、安否確認」が 40％程度で高い割合を占めている。 

・親＋子（18 歳未満）の世帯は「子育ての手助け」が 37％で他の世帯より高い割合。 

12%

14%

17%

0%

5%

17%

21%

14%

10%

36%

33%

0%

37%

8%

8%

14%

17%

28%

42%

0%

7%

11%

17%

7%

24%

33%

50%

7%

0%

6%

4%

7%

56%

36%

29%

79%

0% 20% 40% 60% 80%

親＋子

（18歳未満）
N=41

親＋子

（18歳以上）
N=36

夫婦のみ
N=24

その他
N=14

29%

15%

24%

32%

15%

14%

42%

18%

38%

7%

11%

5%

36%

22%

29%

12%

3%

10%

41%

25%

38%

4%

0%

10%

27%

52%

33%

0% 20% 40% 60% 80%

1人暮らし

（高齢者）
N=91

1人暮らし

（高齢者以外）
N=65

高齢者のみ
N=21

家事の手助け 配食サービス 介護の手助け 子育ての

手助け

気軽に悩みを

相談できる

ところ

余暇活動教室 見守り訪問活動、

安否確認

その他

特になし ※無回答除く 

19%
20%

28%
12%

27%
9%

33%
3%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事の手助け

配食サービス

介護の手助け

子育ての手助け

気軽に悩みを相談できるところ

余暇活動教室

見守り訪問活動、安否確認

その他

特になし

人数 割合
家事の手助け 55 18.8%
配食サービス 57 19.5%
介護の手助け 83 28.4%
子育ての手助け 36 12.3%
気軽に悩みを相談できるところ 80 27.4%
余暇活動教室 27 9.2%
見守り訪問活動、安否確認 96 32.9%
その他 10 3.4%
特になし 120 41.1%
無回答 24 -

総計 316 -

※無回答除く 
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問８ 建替えに期待することについて【複数回答】 

・団地全体で、「防犯対策」「来客者用駐車場」「管理しやすいゴミ置場」「災害時に役立つ設備」とい

った設備類が 50％以上を占めている。 

・次いで、「豊かな緑地」が 38％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （その他の意見） 

  ・エレベーター 

  ・風呂 

  ・防犯カメラ 

  ・植物園（具体的に：音楽・花・遊・小学生が作った詩を園内に掲示） 

  ・防音対策などの室内環境の向上 

○街区別 

・街区別にみると、Ｃ街区は「来客者用駐車場」が 70％と最も高い割合となっている。 

・Ｂ街区は、「豊かな緑地」が 54％と他の街区より 10％以上高い割合。また、「休憩・談話できるスペ

ース」「地域活動のできるスペース」も他の街区より割合が高い。 

・団地全体で最も回答の多かった「防犯対策」は、Ｅ街区が 73％で他の街区より高い割合となってい

る。 

建替えについて 

40%

40%

7%

7%

13%

13%

13%

13%

40%

20%

60%

33%

53%

27%

40%

60%

40%

73%

0%

0%

7%

7%

0% 20% 40% 60% 80%

D街区

N=15

E街区

N=15

28%

32%

35%

30%

30%

19%

32%

43%

30%

24%

30%

23%

36%

54%

37%

54%

62%

70%

59%

51%

49%

52%

62%

47%

61%

68%

63%

7%

8%

9%

14%

0%

16%

0% 20% 40% 60% 80%

A街区

N=191

B街区
N=37

C街区
N=43

子どもが遊べる

スペース

簡単な運動ができる

健康遊具

休憩・談話できる

スペース

地域活動の

できるスペース

豊かな緑地 来客用駐車場 管理しやすい

ゴミ置場の設置

災害時に役立つ

設備

安心して暮らせる

防犯対策

その他 特になし

※無回答除く 

31%

26%

31%

24%

38%

57%

55%

53%

62%

7%

12%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもが遊べるスペース

簡単な運動ができる健康遊具

休憩・談話できるスペース

地域活動のできるスペース

豊かな緑地

来客者用駐車場

管理しやすいゴミ置場の設置

災害時に役立つ設備

安心して暮らせる防犯対策

その他

特になし

人数 割合
子どもが遊べるスペース 93 30.9%
簡単な運動ができる健康遊具 78 25.9%
休憩・談話できるスペース 94 31.2%
地域活動のできるスペース 71 23.6%
豊かな緑地 114 37.9%
来客者用駐車場 171 56.8%
管理しやすいゴミ置場の設置 164 54.5%
災害時に役立つ設備 158 52.5%
安心して暮らせる防犯対策 186 61.8%
その他 20 6.6%
特になし 36 12.0%
無回答 15 -

総計 316 -

※無回答除く 
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○世帯構成別 

・世帯構成別にみると、親＋子（18歳未満）の世帯は、「来客者用駐車場」「安心して暮らせる防犯対

策」が 80％以上で高い割合となっている。 

・一人暮らし（高齢者）は、「休憩・談話できるスペース」が 43％で、他の世帯より高い割合。 

・団地全体で回答の多かった「管理しやすいゴミ置場の設置」については、いずれの世帯も 50％程度

で世帯構成による偏りがない。 

 

問９ 建替えの心配点について【複数回答】 

・団地全体では、「引越しの手間」が 75％を占め、最も高い割合。 

・次いで、「家賃の支払い」が 61％、「部屋の広さ・間取り」が 54％となっている。 

・また、30％程度の世帯が「近所づきあいの変化」を心配点と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （「団地内の環境の変化」の意見） 

  ・近所づきあい 

  ・知らない人との付き合い 

  ・今の建物は団地の外側に向いているが、団地の中側の建物になったら心配 

 

 （その他の意見） 

  ・建替えの間の住む場所 

  ・段差のない住戸に住みたい 

  ・倉庫がつくかどうか 

※無回答除く 

23%

27%

29%

30%

18%

29%

43%

19%

24%

32%

15%

33%

37%

37%

33%

46%

52%

62%

50%

55%

62%

51%

57%

52%

62%

58%

52%

5%

3%

14%

16%

15%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人暮らし

（高齢者）

N=92

1人暮らし

（高齢者以外）

N=67

高齢者のみ

N=21

64%

21%

28%

36%

25%

24%

44%

7%

34%

26%

36%

14%

14%

24%

28%

21%

43%

37%

48%

21%

80%

66%

60%

43%

50%

55%

68%

57%

59%

42%

56%

43%

84%

63%

48%

43%

7%

3%

20%

7%

0%

3%

4%

43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親＋子

（18歳未満）
N=44

親＋子

（18歳以上）
N=38

夫婦のみ
N=25

その他
N=14

子どもが遊べる

スペース

簡単な運動ができる

健康遊具

休憩・談話できる

スペース

地域活動の

できるスペース

豊かな緑地 来客用駐車場 管理しやすい

ゴミ置場の設置

災害時に役立つ

設備

安心して暮らせる

防犯対策

その他 特になし

※無回答除く 

人数 割合
家賃の支払い 184 61.1%
引越しの手間 227 75.4%
近所づきあいの変化 95 31.6%
建替え後の部屋の広さ・間取り 163 54.2%
団地内の環境の変化 53 17.6%
工事中の騒音・振動 59 19.6%
工事車両の通行 52 17.3%
その他 12 4.0%
特になし 30 10.0%
無回答 15 -

総計 316 -

61%

75%
32%

54%
18%
20%
17%

4%
10%

0% 20% 40% 60% 80%

家賃の支払い

引越しの手間

近所づきあいの変化

建替え後の部屋の広さ・間取り

団地内の環境の変化

工事中の騒音・振動

工事車両の通行

その他

特になし
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問１０ 建替えた住宅への入居意向 

・団地全体の約 90％が「入居したいと思う」であり、「入居しないと思う」は 2％のみ。 

・「入居したいと思う」と回答した世帯の建替えた住宅への入居人数は、1人が 43％を占める。次いで

2人が 30％弱であり、2人以下の小規模世帯が約 70％を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （「入居しないと思う」の理由） 

  ・親と実家で同居予定 

 

 （「現時点ではわからない」の理由） 

  ・家賃と相談 

  ・家賃が高くなるから 

  ・ペット可かどうか 

  ・木造にはあまり住みたくない 

  ・今の団地に慣れているから 

  ・周辺や近隣の騒音 

 

（「入居したいと思う」の意見） 

 ・母子家庭で障がいのある子がいる。設備がととのった場所での安定した家庭環境を望む 

 ・何年先なのか漠然として先が見えない 

 ・入居は２人だが子供達が帰省の時、最高、５人で生活できるスペースが必要 

 ・高齢なので娘の家が近い方がなにかと安心 

○街区別 

・街区別にみると、住棟の建設年の古いＡ・Ｂ街区は、「入居したいと思う」が 90％以上となってい

る。 

・また、Ｄ街区は、「入居しないと思う」が 13％で他の街区より高い割合となっている。 

・一方、住棟の建設年が比較的新しいＣ街区は「現時点ではわからない」が 15％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○街区別入居予定人数 

・街区別にみると、Ａ街区は予定人数１人が約 50％で最も高い割合となっている。 

・Ｄ街区以外の街区は、小規模世帯（1～2人世帯）を予定している世帯が 50％以上となっている。 

 

1人
43%

2人

28%

3人
14%

4人 7%

5人 4%

6人 1%
1～2人 1%

2～3人 1% 3～4人 1%

3～5人 0%
1～5人 0%

入居したいと思う
89%

入居しないと思う
2%

現時点ではわからない 9%

※無回答除く 

N=275 

90%

97%

83%

80%

88%

1%

2%

13%

6%

9%

3%

15%

7%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A街区
N=194
B街区
N=37
C街区
N=46

D街区
N=15
E街区

N=16

入居したいと思う 入居しないと思う 現時点ではわからない

※無回答除く 

※無回答除く 

49%

33%

36%

25%

21%

30%

30%

19%

17%

43%

10%

23%

17%

33%

14%

6%

7%

6%

17%

14%

2%

17%

7%

3%

3%

3%

6%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A街区

N=172
B街区

N=30
C街区
N=36

D街区
N=12
E街区
N=14

1人 2人 3人 4人 5人 6人 その他
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問１１ 入居したい住宅タイプについて 

・団地全体で、入居したい住宅タイプは、２ＤＫが最も多く、37％。 

・次いで、２ＬＤＫが 18％、３ＤＫが 15％となっている。 

・車いす対応住戸と回答した世帯は 6％いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 移転先の希望について【複数回答】 

・団地全体で、建替期間中の移転先の希望は、「団地内」が 50％を占めている。 

・次いで、「団地周辺」が約 40％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （その他の意見） 

  ・市内ならどこでも     ・通院先近く      ・川西住宅希望 

・駅に近いところ      ・支援学校区内     ・できれば１階 

○街区別 

・街区別にみると、団地全体で最も回答の多かった「団地内」については、Ａ街区・Ｂ街区・Ｅ街区

が 50％以上となっている。 

・一方、Ｃ街区は「団地周辺」が 53％で最も高い割合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12%

3%

22%

29%

7%

53%

55%

36%

36%

60%

14%

37%

27%

21%

13%

4%

3%

4%

7%

7%

36%

42%

53%

43%

20%

7%

11%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

A街区

N=192

B街区
N=38

C街区

N=45

D街区
N=14

E街区

N=15

特に希望なし 団地内 富田小学校

区内

第四中学校

区内

団地周辺

（できるだけ

近い場所）

その他

※無回答除く 

10%

37%

18%

15%

10%

6%

4%

0% 10% 20% 30% 40%

１ＤＫ（約35㎡）：1～2人世帯用

２ＤＫ（約47㎡）：1～3人世帯用

２ＬＤＫ（約55㎡）：2～4人世帯用

３ＤＫ（約63㎡）：3人以上世帯用

３ＬＤＫ（約68㎡）：4人以上世帯用

車いす対応住戸（約63㎡）：車いす常時使用者用

その他

人数 割合
特に希望なし 39 12.8%
団地内 153 50.3%
富田小学校区内 57 18.8%
第四中学校区内 12 3.9%
団地周辺 118 38.8%
その他 18 5.9%
無回答 12 -

総計 316 -

13%

50%

19%

4%

39%

6%

0% 20% 40% 60%

特に希望なし

団地内

富田小学校区内

第四中学校区内

団地周辺

その他

※無回答除く 

※無回答除く 
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○世帯構成別 

・世帯構成別にみると、親＋子の世帯以外の世帯は、「団地内」が 50％以上で最も高い割合。 

・親＋子（18 歳未満）の世帯は、「富田小学校区内」が 55％、「第四中学校区内」が 14％で、他の世

帯に比べて高い割合となっている。 

・親＋子（18 歳以上）の世帯は、「団地周辺」が 67％で最も高い割合。 

問１３ 自由意見（抜粋） 

○建替えに関する意見 

・早く建替えてほしい （回答５件） 

  ・移転等の負担が厳しいし、今の部屋で満足（回答１件） 

  ・狭い間取りになるなら、今の住棟に住み続ける方が幸せ（回答１件） 

・今の住棟・階数に住み続けられなければ反対（回答１件）※ 

・今の部屋に満足しているので動きたくない（回答１件）※ 

・建替えが行われても、空部屋に入りたい。どこにも動きたくない（回答１件）※ 

※：問 10で「入居したいと思う」と回答 

 

 ○建替えに期待すること 

 ・段差の少ない部屋や手すりなど、高齢者への配慮 （回答３件） 

 ・お風呂、エレベーターなど設備の要望 （回答１０件） 

 ・駐車場（来客用）がほしい （回答１件） 

 ・洋室を増やしてほしい （回答２件） 

 ・子どもらが来たときに泊まることのできる部屋の広さがほしい （回答１件） 

 ・風通しのよい間取り （回答２件） 

 ・防犯対策 （回答３件） 

・住民らが集える場所（公園など） （回答１件） 

 ・高齢者の相談窓口 （回答２件） 

 

 ○建替えの心配点 

 ・移転時の不安 （回答３件） 

 

 ○建替え後の入居に関して要望すること 

 ・できれば１階の住戸に住みたい （回答１件） 

 ・建替えても、同じ住棟もしくは、同じ住棟の入居者同士で入居したい（回答５件） 

 ・兄弟など家族と近い住棟もしくは住戸に住みたい （回答４件） 

 

16%

13%

13%

9%

14%

8%

13%

59%

52%

54%

30%

42%

58%

53%

16%

13%

17%

55%

11%

4%

7%

1%

6%

0%

14%

0%

0%

7%

32%

31%

29%

43%

67%

42%

47%

7%

6%

8%

5%

3%

8%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1人暮らし

（高齢者）
N=95

1人暮らし

（高齢者以外）
N=64

高齢者のみ
N=24

親＋子

（18歳未満）
N=44

親＋子

（18歳以上）
N=36

夫婦のみ
N=26

その他
N=15

特に希望なし 団地内 富田小学校区内 第四中学校区内 団地周辺

（できるだけ

近い場所）

その他

※無回答除く 
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参考：アンケート調査票 
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（２）高槻市営富寿栄住宅建替研究会 

①設立の目的（規約より） 

 研究会は、高槻市営富寿栄住宅の建替えを契機として、その周辺地域も含めた住みよいまちづくり

を目指し、地域の住民や関係者と協力しながら、建替えに関連するまちづくり活動を行うことを目的

とする。 

②構成メンバー 

  ・富田自治会連合（３名） 

  ・昭和台第 1クラブ（２名） 

  ・北昭和台第 1・4クラブ（２名） 

  ・富寿栄住宅入居者委員会代表（４名） 

  ・富田富寿栄連合（１名） 

  ・富田富寿栄老人会（１名） 

  ・部落解放同盟高槻富田支部（１名） 

  ・富田ふれ愛義塾（１名）         計 15 名 

③活動内容 

１ 富寿栄住宅の建替えに関する周辺まちづくりの検討 

２ １の実現化に向けたまちづくり活動の企画・実施 

３ その他研究会の目的を達成するために必要な活動 

④活動の経過 

 日 時 概   要 

第１回研

究会 

平成 25 年

8 月 2 日 

・自己紹介、会長・副会長の選任、規約について 

・「富田地域のよいところ・悪いところ、今後目指したいまちづく

り」の発表と意見交換 

第２回研

究会 

平成 25 年

8 月 29 日 

・３班に分かれて「富田地域の●●なところ」として、各班５つ

のテーマについてディスカッション 

第３回研

究会 

平成 25 年

９月 19 日 

・入居者アンケートの速報報告 

・これまでのおさらいと取り組みテーマの抽出 

・既存の取り組みの確認、および今後のまちづくりの重点取り組

みテーマの抽出（ソフト面中心） 

事例見学

会 

平成 25 年

10 月 28 日 

・箕面市北芝地区のまちづくり取り組み事例の見学 

第４回研

究会 

平成 25 年

11 月 26 日 

・事例見学会を受けての意見交換 

・今後の富田地区での取り組みの方向性のまとめ 

第５回研

究会 

平成 26 年

1 月 21 日 

・基本構想案について（市より説明） 

・今後の活動について 
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（３）高槻市営富寿栄住宅建替入居者委員会 

①設立の目的（規約より） 

 入居者委員会は富寿栄住宅入居者の代表として、富寿栄住宅の建替えに関する入居者協議および自

治活動の活性化を図る。 

②構成メンバー 

  ・富寿栄住宅入居者       計 17 名 

③活動内容 

１ 富寿栄住宅の建替えに関する入居者協議 

２ 自治活動の活性化につながるまちづくり活動の企画・実施 

３ １・２に関する広報活動 

４ その他入居者委員会の目的を達成するために必要な活動 

④活動の経過 

 日 時 概   要 

第１回 

入居者委

員会 

平成 25 年

10 月 7 日 

・自己紹介、会長・副会長の選任、規約について 

・入居者アンケートの報告 

・「富寿栄住宅のよいところ・悪いところ」について意見交換 

第２回 

入居者委

員会 

平成 25 年

11 月 5 日 

・現在の団地の「いいところ」「悪いところ」 

・「いいところ」をどうやって守り育てるか 

・「悪いところ」をどうやって改善するか 

第３回 

入居者委

員会 

平成 25 年

12 月 3 日 

・「住民でできること」「市にしてほしいこと」の整理 

第４回 

入居者委

員会 

平成 26 年

1 月 23 日 

・基本構想案について（市より説明） 

・今後の活動について 

 

【第１回の主な意見】 

・ゴミ出しのマナーの悪さ（団地外からの持ち込みも含む）、清掃活動への参加率の低さを課題に挙げ

る意見が多かった。 

・清掃活動に参加しない自治会員から衛生費を徴収し、清掃活動を行った自治会員に分配する自治会

がある一方で、自治会組織がない棟も多く、棟によって自治会活動の活発さに大きな差がみられる。

建替えに際して、入居者の規約を作るべきという意見があった。 

・建替えに際しては、気軽に盆踊りなどができる公園がほしいという意見があった。 
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